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136424532 2015/8/24 4:37 sell 2.49 128.306 128.68 0 2015/8/24 5:30 128.684 0 0 0 -776.66

136451463 2015/8/24 10:36 sell 2.41 128.182 128.131 0 2015/8/24 12:09 128.131 0 0 0 101.9

136291956 2015/8/21 9:00 buy 0.63 1.57062 1.56 0 2015/8/24 9:34 1.56493 0 0 -0.21 -358.47
PB_01_D1

136416488 2015/8/24 2:12 sell 3.49 1.56788 1.56787 0 2015/8/24 10:45 1.56787 0 0 0 3.49

136633262 2015/8/25 11:34 sell 0.93 1.32108 1.32107 0 2015/8/25 14:10 1.32112 0 0 0 -2.82

136727411 2015/8/26 4:01 buy 0.61 1.33411 1.3193 0 2015/8/26 4:08 1.33381 0 0 0 -13.72
EB_SR_H4

136851566 2015/8/27 9:45 sell 3.18 1.32689 1.32222 0 2015/8/27 14:45 1.32222 0 0 0 1 123.16

136620418 2015/8/25 9:51 sell 0.05 gold 1148.57 1130.22 0 2015/8/28 4:21 1130.22 0 0 -0.2 91.75

136842026 2015/8/27 4:41 sell 0.84 2.16824 2.1486 0 2015/8/28 5:42 2.1486 0 0 3.86 1 185.17

136964622 2015/8/28 10:33 buy 10.5 gold 1133 1127.64 0 2015/8/28 11:00 1130.51 0 0 0 -2 614.50
to #136967589

136944046 2015/8/28 4:35 sell 0.84 1.31735 1.32572 0 2015/8/28 11:05 1.32259 0 0 0 -332.8
EB_DivD1_H4

136967589 2015/8/28 10:33 buy 1.17 gold 1133 1129.28 0 2015/8/28 11:10 1129.28 0 0 0 -435.24

青印で戻り、損切りに合う。

さらにその後紫位置でも、同じサポートで反発しているので、そこでもエントリーができた。

上下のレジスタンスにはさまれた中途半端なところではエントリーしないこと

これは日足なので、４時間足または１時間足に落として、ダブルボトム、ダブルトップなどでダウ理論をきちんと確認してからエントリーすべきであった。

ダイバージェンスがあまりきれいではなかったのが原因であったので、無理やりトレードしないこと。

１日足でダイバージェンスを確認後、４時間足の直近安値を割ったところでエントリーした。

建値決済で済んで良かった。

下がってきたので、損切りをしておいてよかった。
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４時間足でダイバージェンスを確認後、１時間足でのエントリーを狙っていたところ、直近の安値で支えられた赤印PBを発見したので、エントリーしたが、

その後、もう一度、サポートを超えた緑印位置でエントリーしたが、大きな戻しにあって、EBでSLを下げた後、わずかな利益確定となる。
さらに、そのサポートで反発したピンク印のPBでエントリーすれば良かったが入れなかった。
ピンクまで待った戻りのPBは勝率が高いので、そこまできちんと待つことが必要。

実際に１時間足でSLを動かすのは難しい（就寝中など）場合もあるので、４時間足がよいかもしれない。

赤印のPBで買いエントリーしたが、すぐに逆行して青印で損切りにあってしまった。

入るのであれば、下のレジスタンスで反発したオレンジ印のEBあるいは、上のレジスタンスで反発した緑印のEBとする。

４時間足でダイバージェンスを確認後、１時間足で安値でサポートされたPBが現れたのでエントリーした。
その後、もう一度Rまで戻ってきてしまったので、建値決済。
もう一度青矢印のPBでエントリーすればよかったが、結局下のサポートで反発された。

利益が伸びたので、建値にSLを移動したが、下のサポートで反発して、建値決済になった。

その後、緑印のEBで買いエントリーをしてしまったが、日足でダイバージェンスが出ていることを思い出してすぐに損切りをした。
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リスクリワード比率が１：３と、初めて成功したと思えるトレードで良かった。

４時間足でダイバージェンスを確認した後に、４時間足で直近安値を越えた赤印でエントリーした。

ロット数の計算を間違えてしまったため、利益は小さいが、リスクリワード比率は大きかったので良かった。

４時間足でダイバージェンスを確認した後に、１時間足でエントリーの場所を探していた。

リスクリワード比率は、１：１．５程度であまりよくなかった。

もっと、リスクリワード比率が上がったので、残念。改良の余地あり。

すぐに逆行して青印で損切りになる。

押目買い、戻り売りを基本にした方が確実に勝率が上がる。
ロット数の計算も間違えてかなり大きな損失を出してしまう。

１時間足でダブルトップを確認後一度レジスタンスを抜けて戻ったところの１時間足のEBでエントリー。
SLを動かして行って、利益確定。

きちんと、Rまで待ったところでエントリーしたのが良かったと思う。

４時間足で、SLを移動させていって、青印で戻ってきたところで利益確定。
リスクリワード比率が1:2.5程度の利益確定ができて良かった。
ただ、緑印のPBでかなり戻ってはらはらしてしまった。
Rまで戻ったPBで入れば、精神的なストレスが減ってよさそうなので、緑印のPBまで待った方が良さそう。

赤印のEBでエントリーして（エントリーした後厳密にはEBでないことに気づく）
青印まで、EBとPBでSLを下げて行って最終的に利益確定。

本当であれば、緑印位置の、１時間足の直近安値に戻ったPBでエントリー、あるいは、黄色足の戻ったPBでエントリーすれば、

１時間足でダイバージェンス（ダブルボトム？）発生を確認した後、の赤印PBでエントリーしたが、

直近の高値は、下のRだったので、下のRまで戻るのを待って緑印のEBで買いエントリーすれば良かった。
あるいは、オレンジ印のEBでのエントリーが望ましかった（こちらも損切りになっているが）
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日足でダイバージェンスを確認した後、４時間足でエントリーをする場所を探していたところ、
過去のRに支えられたPB、EBが出たので、エントリーしたが、逆行して損切りになってしまった。
ぎりぎり、建値決済になったかもしれなかったが、建値までSLを動かしていなかった。
４時間足の直近の安値はひとつ上のRであったので、そこまで戻ってからエントリーをすれば良かった。
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